



















































































































































































































































































































































































































































































crystal bath addition exponent
Zn－0．93mass％Fe
一FeSi 一3．4
|4．3＊
delta　1
Zn－0．47mass％Fe
一Fe3C 一1．6
|1．8
Zρ一〇・22mass％Fe
一FeSi 一1．8
|0．47
zeta
Zn－0．19mass％Fe
一Fe3C 一2．2
|2．0
＊：from　the　data　obtained　for　3．6－10．8ks．
●
O＿
●
3．6　　　　　7。2　　10．8　　　18
　　　Holding　time／ks
36
Fig．9　Effect　of　FelC　addition　on　the　mean　par－
　　　ticle　size　number　of　zeta　crystallized
　　　　from　Zn－0ユ9mass％Fe　at　733　K．
Zn－0．19mass％Fe浴およびZn－0．22mass％Fe浴
の何も添加していない場合には，時間指数が一1．6～一
2．2の間であり，ほぼ拡散律速成長が起こっているが，
Zn－0．93mass％Feの場合には一2．2より小さな値で
あり，拡散律：速成長が起こっていない．Zn－0．47
mass％Fe浴およびZr　O．19mass％Fe浴へFe3C
添加した場合の時間指数は無添加の場合と変わらない聖
一方，Zn－0．93mass％Fe浴およびZn－0．22mass％
Fe浴へFeSiを添加した場合には時間指数が変わり，
結晶の成長が抑制される．
　FeSiあるいはFe3C添加により，次のことが考えら
・れる：
（1）FeSiあるいはFe3Cが外来核となって，結晶が成
　　長ずる．
（2）FeSiあるいはFe3Cが浴中へ溶解し，浴のFe飽
　　和度が増し，結晶の核生成あるいは成長に影響を
　　及ぼす．
　まず，（1）について検討する．FeSi結晶は所定時間保
持後の試料中に認められるが，その表面にδ1あるいは
ζ結晶が認められる場合もあるが，ほとんどの結晶の
表面には何も生成していない．したがって，FeSiが外
来核とはなっていないと考えられる．Fe3C結晶につい
ては，その存在位置を所定時間保持後の試料中に確定
できないので，実験結果を基に（1＞について検討するこ
とはできない．しかし，Fe3Cの結晶構造はmonoclinic
であり，δ1結晶はhcp，ζ結晶はmonoclinicであるこ
とから，ζ結晶の外来核となり得るものと考えられる．
　つぎに，（2）について検討する．用いた4つの亜鉛浴
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はいずれも結晶を成長させた温度において鉄過飽和で
あることから，（2）のFeSiあるいはFe3Cの溶解が起
こっているとは考えられない．
　ところで，Amistadiら（17）は鋼中のSiはδ1→ζ反応
を加速すると考えている．したがって，上述の（1＞，あ
るいは（2＞の他に，（3）FeSiあるいはFe3Cがδ1→ζ反応
の触媒となる，ことが考えられる．この触媒作用の有
無については，δ1結晶とζ結晶が共存する亜鉛浴中に
FeSiあるいはFe3Cを添加してそれぞれの結晶の成
長を調べることが必要である．
　本研究において，亜鉛浴に添加したFeSiは決まっ
た量であり，量が変化したときのδ1あるいはζ結晶の
成長に及ぼす影響を検討しなければ，Fe－Zn間反応
に及ぼすSiの影響のSi濃度依存性を説明できない．
また，本研究では単位体積当りの結晶の数を求めてい
ないので，結晶の核生成に対しては言及できない．い
ずれにせよ，上で述べた（3）の検討を含めて，鋼中のSi
あるいはCがFe－Zn間反応に及ぼす影響を明らか
にするには，Perce（2）およびSorensenら（18）が行ってい
るようにFe－Zn－Si三元状態図を用いた検討が必要
と考えられる．（3）の検討を含めて，FeSiの粒度と量を
変えた場合について現在検討中である．
4．結　　言
　鋼板の溶融亜鉛めっきに関連して，Fe－Zn間反応
に及ぼす二二のSiあるいはCが，　FeSiあるいはFe3C
として反応に関与しているか否かを調べた．その結果
から，鉄過飽和亜鉛浴からのδ1あるいはζ結晶の成長
は，FeSiあるいはFe3Cを添加することにより影響を
受けることが明らかになった．すなわち，FeSiはδ1お
よびζの成長を抑制する．また，Fe3Cは’δ1結晶を大
きくし，ζ結晶を小さくする．
最後に，本研究に協力いただきました永田　二三お
よび梶田栄治氏に感謝いたします．
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